
 

 

2024年 5月 17日 

 

参議院東日本大震災復興特別委員会 

 所信質疑 会議録抄 
 
○鬼木誠 参議院議員 立憲民主・社民の鬼木誠です。 

 福島の復旧・復興に向けて、その大前提である廃炉、そして除染の課題につ

いて、機会があるごとに進捗状況や現状課題等について確認をしてきた。 

 ただ、廃炉や除染について先が見えない。ロードマップについても先送りさ

れている状況で、現地の皆さんは展望を抱きづらく、悔しい思いで日々現実と

向き合っているのではないか。 

 そういう状況で、特に福島第一原発で廃液の飛散あるいは汚染水漏れなどが

続いており、現場の作業員の方が入院をする事態にまで発展している。こうし

た事件・トラブルは、日常の作業の管理が十分に行われてこなかったことに起

因したものであり、今後の廃炉作業においても重大な事故につながりかねない

こと、また、廃炉作業そのものへの信頼性を大きく損なうことにつながってい

く、そして、政府の姿勢や東電の姿勢を問うことにつながっていく、そういう

大きな問題だと自覚的しなければならない。 

 さて、廃炉作業について３月に、原子力損害賠償・廃炉等支援機構がデブリ

を固めて取り出すという新工法について提言した。この提言を受け、東電は２

年以内にデブリ取り出しの具体案を詰めるという報道がされた。 

 このデブリを固めて取り出すという新工法の概要について伺う。 

 

○川合現 経済産業省大臣官房福島復興推進政策統括官 

 東京電力福島第一原発の燃料デブリの大規模取り出しは、昨年３月から原子

力損害賠償・廃炉等支援機構の小委員会において工法が検討されてきた。 

 同小委員会では、燃料デブリが気中に露出した状態で取り出す気中工法及び

原子炉建屋内、建屋全体を覆い冠水させた状態で取り出す冠水工法という従来

から議論されている工法に加え、充填材で燃料デブリを安定化させつつ、現場

の放射線量を低減し、充填材ごと取り出す充填固化工法という工法についても

検討が行われ、本年三月に報告書が取りまとめられた。 

 この報告書では、気中工法と充填固化工法の組合せによる設計検討、研究開

発を開始することなどが提言された。 

 

○鬼木誠 参議院議員 

 デブリの試験取り出しについては、既に３回延期をされ、当初から３年遅れ

ている状況である。試験的取り出しさえうまくいっていない中で、内部の状況

を十分に周知した上で、本格的な取り出しに向けた検討が本当にこの２年以内

に収まるのか、実効的なあるいは実効性の高い検討結果を得ることができるの

か、少し疑問を持っている。 

 試験的取り出しと並行して検討を行うとのことだが、この工法の今後の検討

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=21305170152004&flg=2&kaigiName=%2593%258C%2593%25FA%2596%257b%2591%25E5%2590k%258D%25D0%2595%259C%258B%25BB%2593%25C1%2595%25CA%2588%25CF%2588%25F5%2589%25EF#NextHatsugenSya82
http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=21305170152004&flg=2&kaigiName=%252593%25258C%252593%2525FA%252596%25257b%252591%2525E5%252590k%25258D%2525D0%252595%25259C%25258B%2525BB%252593%2525C1%252595%2525CA%252588%2525CF%252588%2525F5%252589%2525EF#NextHatsugenSya83
http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=21305170152004&flg=2&kaigiName=%252593%25258C%252593%2525FA%252596%25257b%252591%2525E5%252590k%25258D%2525D0%252595%25259C%25258B%2525BB%252593%2525C1%252595%2525CA%252588%2525CF%252588%2525F5%252589%2525EF#NextHatsugenSya82


 

 

の進め方について伺う。 

 

○川合現 経済産業省大臣官房福島復興推進政策統括官 

 原子力損害賠償・廃炉等支援機構が取りまとめた報告書の提言を踏まえ、東

京電力で取り出し工法の具体的な設計検討が開始された。 

 東京電力は、内部調査や研究開発等を通じて提言に示された設計検討の方向

性を継続的に検証していくこととしており、１、２年程度掛けてその後の見通

しを整理していく予定。内部の調査というのも引き続き重要であり、そういう

知見も踏まえて検討していくことに今後なる。 

 こうした取組状況について同機構の小委員会がフォローアップを行うことと

しており、経済産業省としても、燃料デブリの安全かつ着実な取り出しに向け

てしっかりフォローしていきたい。 

 

○鬼木誠 参議院議員 

 冒頭言ったように、本当に廃炉は進んでいくのかという不安を持った現地の

皆さんの思いに応えるような検討を重ねてお願いしておく。 

 次の質問は、特定帰還居住区域への帰還について。 

 昨年の特措法の改正によって、拠点区域以外の帰還困難区域にも、住民の帰

還意向があれば、除染あるいはインフラ整備を行い、帰還、居住ができるよう

になった。この帰還困難区域内の拠点区域外に避難指示解除をする、住民の帰

還・居住をできるようにする特定帰還居住区域を設ける制度だが、市町村長が

区域の設定や除染やインフラ整備など住宅環境整備に係る計画を作成して国に

申請し、それを内閣総理大臣が認定する、というスキームになっている。 

 大熊、双葉、浪江、富岡の４町の計画が認定されて、国の方針に基づいて直

ちに住民への意向確認調査が行われていると承知している。 

 この特措法の審議の際に、帰還に関する意向を個別に丁寧に把握する方法に

ついて尋ねたところ、郵送でのアンケート、あるいは自治体と共同で行政区ご

とに意見交換や座談会を複数回行うという答弁であった。 

 そこで、昨年度中に行われた意向調査の回収率、実施状況、について教えて

いただきたい。 

 また、帰還の意向を確認するにとどまらず、避難されている皆さんが現状抱

いている不安あるいは課題は何かを把握し、今後の復興をどう進めていくか、

検討に活かすためにも回収率を上げていくことは必要である。 

 この回収率を上げるためこの間、どのような取組を行ってきたのか、そし

て、今後どのような方策を検討しているのか、教えていただきたい。 

 

○川合現 経済産業省大臣官房福島復興推進政策統括官  

 まず、大熊町、双葉町、浪江町及び富岡町の帰還意向調査の回収率は、４町

を平均して６割強となっている。 

 これまでも、この帰還意向調査の実施に際して、各自治体と共同で自治体の

行政区ごとに説明会を開催するなど、地域別に住民の御意向を丁寧にお伺いす

るよう取組を実施してきた。このような取組も反映されて、全体として６割強
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という回収率だったと思っている。 

 一方で、委員御指摘のように、帰還意向調査の趣旨に鑑みれば、今後、より

多くの住民の皆様に御回答いただくことが重要だと考えている。帰還意向調査

は、各自治体のお考えを伺いつつ、複数回実施する方針である。政府として

は、第２回目以降の帰還意向調査の実施に当たっては、引き続き、実施方法の

詳細も含め、自治体とよく相談しながら、より多くの住民の御意向を丁寧にお

伺いできるよう取り組んでいきたいと考えている。 

 

○鬼木誠 参議院議員 

 特定復興再生拠点への帰還状況と、その現状をどう評価をしているのか教え

ていただきたい。 

 

○桜町道雄 復興庁統括官 

 特定復興再生拠点区域は、除染やインフラ整備等の取組を進め、昨年 11月ま

でに６町村の同区域における避難指示が全て解除されたところ。 

 最新の各町村のデータによると、特定復興再生拠点区域における居住人口

は、６町村合計で 515 人。これは、避難指示が解除されて間もないこともあ

り、各町村からは、それぞれが設定している特定復興再生拠点計画における目

標と比較すると少ない状況であると報告をいただいている。 

 復興庁としては、この目標の実現に向け、引き続き、必要なインフラの整備

や買物、医療、介護等の生活環境整備などの取組を進めてまいりたいと考えて

いる。 

 

○鬼木誠参議院議員 

 515 人というのは帰還された方だけか、それとも新たに居住された方も含む

数字か。 

 

○桜町道雄 復興庁統括官 

 御指摘いただいた両方が合わさった数字であり、帰還された方のみの数字に

ついては、６町村で実は把握、公表していないところがあり、今、６町村全体

で言ったときに、帰還の方、それから外から来た方、合計した居住人口で答え

た。 

 

○鬼木誠 参議院議員 

 意向調査では、帰還するかどうかの判断が付かないという回答をした方に、

どういうことが理由かと尋ねている。 

 その上位には、医療機関の状況や、公共交通機関の状況、商業施設の充実

や、どの程度ほかの住民の皆さんが戻るのかということが判断の基準になって

くる。 

 安心して帰還できる判断ができ得るような状況をつくるのが政府の責務では

ないかと思っている。 

 今回認定をされた計画の期間については、終期が 2029年 12月 31日である。 
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 短期での帰還開始目標設定という考え方、あるいは目標の捉え方、政府とし

ての今段階での考え方について伺う。 

 

○土屋品子 復興大臣 

 帰還を迷っている住民は結構いるようで、自治体からも話を聞いていると、

医療が充実しているか、買物の便利さなど、生活のものが整うかなども気にし

ているようだ。それから、帰還を決めて友人たちが帰ると反対に不安になり、

自分も帰ろうかなと悩んでいる方も多いと聞いている。 

 そういう意味では、この区域が決ったので、これからしっかりと帰れるよう

な環境を整えていくことにより少しずつ増えてくるのではないかと考えてい

る。 

 地元がどういうふうにしていきたいか、地元との調整が非常に重要だと思

う。事業の優先順位や実施時期なども流動的に変わり得るものであり、国とし

て、一元的に工程を国の方から押し付ける形というか、工程を公表することは

難しいと考えるが、いずれにしても、地元と話合いをしながら、各地の進捗を

確認し、避難指示解除に向けて取組を進めてまいりたい。 

 

○鬼木誠 参議院議員 

 福島の復旧復興に向けては除染が極めて重要である。全域での除染が政府の

約束事であり、これは絶対に揺るがすことはできない。土屋大臣に伺うが、こ

の約束は絶対に反故にしない、帰還困難区域全ての除染を必ずする、その決意

と覚悟について。 

 

○土屋品子 復興大臣 

 将来的に帰還困難区域の全ての避難指示を解除し、復興再生に責任を持って

取り組むとの決意に揺らぎはない。 

 帰還困難区域のうち、特定復興再生拠点区域外については、まずは 2020年代

に帰還意向のある住民の方々が全員帰還できるよう、特定帰還居住区域制度に

より除染やインフラ整備などの避難指示解除に向けた取組をしっかりと進めて

まいりたいと考えている。 
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